
 

学校評価の結果について 

２学期末に実施した学校評価アンケートでは、お忙しいなかご協力いただき、ありがとうござい

ました。児童、保護者それぞれの結果について裏面に掲載しました。全体的には、保護者よりも児

童の方が肯定的な回答が多く見られました。網掛けの項目は、児童、保護者それぞれ、肯定的な回

答の割合が低い５つの項目です。この結果を踏まえ、学校として次のような取組をしてまいります。 

＜家庭学習について＞ 

 「１日（学年×１０＋１０）分以上家庭学習を行っている」と答えた児童が８０％、保護者７６％

でした。まずまずの結果と思われますが、子どもたちが進んで家庭学習に取り組めるよう「家庭学

習頑張りカード」等の取り組みを強化してまいります。 

＜挨拶や返事について＞ 

 「進んで挨拶や返事をしている」と答えた児童が８７％、保護者７７％でした。学校では、毎週

朝２回の挨拶運動を継続して行ってきました。子どもたちはとても良く挨拶ができていると感じま

す。学校内にとどまらず、家庭や地域においても進んで挨拶ができるよう指導してまいります。 

＜仕事やお手伝いについて＞ 

 児童の９４％は「当番の仕事、清掃をきちんと行っている」と答えていますが、「家庭で決まった

手伝いや仕事をしている」と答えた保護者は６５％と、大きな差があります。子どもたちは、集団

生活の役割を理解し、自分に与えられた当番や仕事はとてもよくやっています。家庭においても、

発達段階応じた手伝いや仕事を工夫してみてください。 

＜早寝早起きについて＞ 

 「早く寝ている」と答えた児童が６９％、「早寝早起きをしている」と答えた保護者が７３％でし

た。今年度の学校保健委員会の調査結果からも、高学年の児童ほど就寝時間が遅く、２３時を回る

ような極端な夜更かしをしている児童も見られました。その一因として、長時間のゲームや動画視

聴画あげられます。子どもたちの健康にとって好ましいことではありません。ご家庭でも望ましい

生活習慣が身につけられるようご協力をお願いします。 

＜運動について＞ 

 「体を動かしたり運動したりしている」と答えた児童が６９％、保護者７１％でした。文部科学

省の調査では、小学生の体力が年々低下しており、群馬県や太田市でも同様の結果が出ています。

少なくても１日１回は外遊びや運動をするように声かけや機会の確保をしていきます。 

＜将来の夢ややりたい仕事等について＞ 

「将来の夢ややりたい仕事」について、家族や先生と話したことがある児童は８０％、家庭で話題に

することがあると答えた保護者は７８％でした。昔に比べて、職業の種類が多様化しています。小

学生の段階では、具体的な職業でなく、「世界を飛び回る仕事がしたい」とか「プログラミングで新

しいものを作りたい」など、ぼんやりとした希望でも良いと思います。学校では教育活動全体を通

してキャリア教育を進めています。ご家庭でも、身近な人の仕事について話題に取り上げてみてく

ださい。 
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